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＊1　社会的性別（ジェンダー）に敏感な視点 　社会的性別が、性差別、性別による固定的役割分担、偏見等につながっている場合もあり、これらが社会的に作られたものであることを意識していこうという視点。
＊2　ワーク・ライフ・バランス 　一人ひとりがやりがいを持ちながら働き仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活でも、人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できることを指します。

　

「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は

家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
性
別
役
割
分
業
観
は
、
依
然
と

し
て
賛
成
派
が
４
割
を
占
め
、
女

性
に
比
べ
て
男
性
に
賛
成
派
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
（
「
平
成
21
年

度
江
東
区
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
実
態
調
査
」
よ
り
）
。
こ

う
し
た
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担

意
識
」
は
、
男
女
の
個
人
と
し
て

の
能
力
の
発
揮
や
活
動
の
選
択
を

制
限
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
社

会
に
関
す
る
情
報
提
供
や
学
習
事

業
の
充
実
を
図
り
、
男
女
平
等
や

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意
識
の

啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
を
通
じ
た
情
報
提
供
に
あ

た
っ
て
は
、
社
会
的
性
別
（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）
に
敏
感
な
視
点
（
＊

1
）
に
立
っ
た
表
現
に
努
め
、
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
払
拭

を
図
り
ま
す
。

解
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
情
報

紙
等
で
広
く
区
民
や
企
業
に
周
知

を
図
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や
先
進

的
事
例
の
情
報
を
提
供
す
る
な

ど
、
企
業
に
対
す
る
働
き
か
け
を

進
め
ま
す
。

　

昨
今
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

（
D
V
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
へ
の
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
妨
げ
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
若
い
世
代
へ
の
予

防
教
育
も
含
め
た
Ｄ
Ｖ
防
止
の
意

識
啓
発
を
強
化
す
る
ほ
か
、
相
談

窓
口
の
充
実
や
安
全
確
保
、
自
立

に
向
け
た
支
援
、
関
係
機
関
の
緊

密
な
連
携
な
ど
、
被
害
者
へ
の
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
相
談
か
ら
自
立
ま
で
一
貫
し

た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
過
程

に
お
い
て
は
、
女
性
の
参
画
は
少

な
く
、
男
性
中
心
の
視
点
で
政

策
・
方
針
決
定
を
進
め
て
き
た
と

言
え
ま
す
。

　

区
民
の
半
分
は
女
性
で
あ
り
、

よ
り
住
み
よ
い
江
東
区
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
女
性
・
男
性
双
方

の
視
点
に
立
っ
て
区
政
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
区
の
審
議
会
等
に

お
け
る
女
性
委
員
の
一
層
の
参
画

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

昨
今
の
経
済
低
迷
等
に
よ
り
、

正
社
員
以
外
の
働
き
方
が
増
え
て

お
り
、
長
時
間
労
働
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
女
性
も
男
性
も
、
仕

事
と
育
児
な
ど
の
家
庭
生
活
と
の

両
立
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
働
き
方
の
見
直
し
が
重
要

な
課
題
で
す
。
よ
っ
て
、
区
民
、

企
業
の
双
方
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
＊
2
）
へ
の
理

新
し
い
計
画
の
中
か
ら
区
が
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

施策１
施策2
施策3
施策4

施策5

目標Ⅰ

課題1
課題2
課題3

目標Ⅱ　

課題4
課題5
課題6
課題7

男女共同参画の意識啓発の推進
家庭における男女平等教育の推進
学校における男女平等教育の推進
性と生殖に関する健康と権利についての
意識啓発
性別・年代に応じた心とからだの健康支援

職場の男女共同参画に関する情報の提供
女性の再就職・起業支援
男性を対象とする情報提供、学習の場の
充実
男性の育児・介護への参加促進
地域活動における男女共同参画の推進
女性の視点を入れた人にやさしいまちづ
くりの推進
区の審議会等への女性の参画促進

男女平等意識の向上を図ります

男女平等の意識づくり
男女平等教育の推進
生涯を通じた健康支援

性別によらないあらゆる活動へ
の参画を推進します

働く場における男女共同参画の推進
家庭における男女共同参画の推進
地域における男女共同参画の推進
政策・方針決定過程における男
女共同参画の推進

目標Ⅲ　

課題8
課題9

仕事と生活との調和を推進し
ます

働き方の見直し
仕事と育児・介護の両立支援

目標Ⅴ　

課題12

行動計画を積極的に推進します

推進体制の充実

目標Ⅳ　異性に対するあらゆる暴力を
根絶します

課題11 セクシュアル・ハラスメントや虐
待などの防止

課題10 ＤＶの防止と被害者の支援

施策6
施策7
施策8

施策9
施策10
施策11

施策12

ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発
企業に対するワーク・ライフ・バランス推進
の働きかけ
子育て支援の充実
介護者支援の充実

施策13
施策14

施策15
施策16

性暴力、セクシュアル・ハラスメント、ストー
カーなどの防止に向けた意識啓発
虐待の早期発見・対応

施策22

施策23

男女共同参画推進センターの充実
庁内における男女共同参画の推進
庁内推進体制の充実
区民参画体制の充実

施策24
施策25
施策26
施策27

ＤＶの未然防止
相談窓口の充実と安全の確保
自立に向けた支援
人材の育成
関係機関との連携

施策17
施策18
施策19
施策20
施策21

江東区配偶者暴力対策
基本計画

性
別
に
よ
る
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
解
消
さ
れ
、男
女
が
あ
た
り
ま
え
に
参
画
し
て
い
る
社
会
の
実
現

目標・課題基本
理念 施策

課
題
１

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

目
標
Ⅰ

課
題
7

政
策・方
針
決
定
過
程
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

目
標
Ⅱ

課
題
8

働
き
方
の
見
直
し

目
標
Ⅲ

課
題
10

Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
の
支
援

（
江
東
区
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
）

目
標
Ⅳ

重点
課題

　

今
回
は
、
「
第
５
次
行
動

計
画
」
の
一
部
を
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
の

詳
細
は
、
人
権
推
進
課
及
び

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
計
画
書
ま
た
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
４
月
か

ら
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

区
は
こ
の
行
動
計
画
に
基

づ
き
、区
民
の
皆
様
と
協
働
し

な
が
ら
、

男
女
共
同

参
画
社
会

の
実
現
に

向
け
て
、着

実
に
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

▲扇橋在住 矢野さん「DVは、ひとりで悩まずにぜひ
　ホットラインを活用して欲しいですね。」

男女が平等だと思う区民の割合
区の審議会等への女性の参画率
仕事と仕事以外の生活で充実した時間を
過ごしていると思う区民の割合
ＤＶ相談件数

課題１
課題7

課題8

課題10

16.7％
29.5％

25.2％

1,768件

40％
40％

38％

指　標 現　状 目　標

【重点課題の評価指標】 H27年度H21年度

（
人
権
推
進
課
）


